
   
 認知症になっても住み慣れた地域で暮らせる街づくりを目指して、市民に広く認知症について
知識の普及・啓発を行い、認知症になった人と家族のストレスの軽減や、孤立を防ぐための交
流会、専門職種の資質向上・連携強化を図るための宿毛市医療機関・居宅介護支援事業所等
連携協議会を実施する。 
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地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 宿毛市 

②人口（※１） ２２,３６８人  

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上：６,８６３人 

７５歳以上：３,９０１人 

（３０．６８％） 

（１７．４４％） 

① 取組の概要 認知症になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるよ

うに認知症の人と家族の交流会を実施。また地域包括支援センターが中心とな

り、医師会有志、医療機関、居宅介護支援事業所、行政等職員で構成する「宿

毛市医療機関・居宅介護支援事業所等連携協議会」を組織し、情報交換やスキ

ルアップを図り、お互いの連携強化を図っている。 

⑤取組の特徴 

 

ア．市内の医療・介護・福祉ネットワークづくり（２か月に 1回） 

イ．認知症の人と家族の交流会（２か月に１回） 

ウ．高齢者の相談事業・実態把握 

⑥開始年度 平成２４年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

第５期介護保険事業計画で取り組むこととした認知症支援の強化に関する取

り組みを進めている。 

ア・平成 24年度～２か月に１回の協議会 

（4/18：入退院・入退所連絡票の活用について、6/21：事例検討、8/8：事業

内容について、10/17：事業詳細決定について） 

・研修会 １回（12/2、1/17） 

・認知症教室 １回（健康相談とタイアップ） 

イ・平成 24年度より２か月に１回 奇数月  

ウ・地域包括支援センターと市（高齢者把握事業にて） 

⑧主な利用者と人

数 

ア・医療・介護関係職種 

イ・認知症の人と家族 参加者：延 34名 関係者：24名 

ウ・高齢者 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

実施主体：宿毛市地域包括支援センター  

関連団体等：市内居宅支援事業所 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

包括的支援事業：委託料 29,569千円 

 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

県：高知県医療介護福祉ネットワークづくり費補助金 850千円 

⑫取組の課題 ア．医療・介護現場相互の認知症支援の共通認識は進んでおり、連携を取りや

すくなっているが、まだ不十分な部分もある。各関係職種の仕事範囲が広範囲

の為目的が一致しないこともあり、参加が少なくなっている。イ．認知症の人

と家族の参加が少ない。など現在では課題が多いが、継続する中で他でされて

いる方法を取り入れ、解決の方向へいきたい。 

⑬今後の取組予定 ア．２か月に１回協議会及び研修会 

イ．２か月に１回 奇数月  

高知県 

  

 



 

ウ．地域包括支援センターと市（高齢者把握事業にて） 

⑭その他 ・ＳＯＳネットワークや老人クラブ他地域の団体へ認知症に関する講演等啓発

活動を実施している。 

 

⑮担当部署及び連

絡先 

宿毛市保健介護課予防係  ℡0880-63-1113 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

  

 



 

（２）包括的支援事業（地域包括支援センター） 

本計画より第 4 期計画の実績とおたっしゃ調査（二次予防事業対象者把握

事業）を踏まえ今後の支援方法や、介護・保健・医療・福祉などの連携ネッ

トワーク構築など、「地域包括ケア」の中心を担う役割を明確にするために地

域包括支援センタ―運営方針を示すことになりました。地域包括支援センタ

－機能を強化し、高齢者の実態を把握することにより、適切な支援につなぎ、

継続的な見守りを行います。その見守り・支援に不可欠な地域における関係

者のネットワーク構築に重点をおいた活動を推進するとともに、高齢者の虐

待防止や権利擁護についても継続して取り組みます。 

さらに、本計画で重点的に取り組むこととされている認知症支援策を充実

のために、認知症家族への支援、また認知症になっても地域で安心して暮ら

せるためのＳＯＳネットワークを始め見守りネットワークづくり等に取り組

んでいきます。 

 

 

 
計画値 

平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 

介護予防ケアマネジメント事業 20人 25人 30人 

総合相談支援

事業 

相 談 

（電話・来所・訪問） 
500件 510件 520件 

訪問実態把握 

（新規対応人数） 
410人 430人 460人 

権利擁護事業 
権利擁護関係等 10人 10人 10人 

虐待関係 3件 3件 3件 

包括的・継続的 

マネジメント

事業 

関係機関の連携支援 10件 20件 30件 

個別指導・相談 5件 10件 15件 

支援困難事例等への

指導・助言 
8回 10回 10回 

情報交換会・会議等 6回 10回 10回 

※人数：実人数 

  〇認知症支援の目標値は設定しませんが、認知症の方の家族支援、認知症

の方の見守りネットワークなど地域力強化の取組みを推進します。 

 

 


